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ミスを知り、ミスから学ぶ

ビジネス力アップの処方箋 ●❶

松井 順一 氏
コンサルソーシング株式会社代表取締役。中小企業診断士、システムアナ
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ミスへの感度を高める
 ミスへの危機意識の高まり

 ミスを防ぐための3つのポイント

　近年、社会や企業において、ミスに対する関心が高まってい
ます。ミスや失敗は人間であれば誰でも、少なからずするもの
ですが、ミスの影響が今までになく大きな危険性をはらむよう
になっているのが要因のようです。
　その背景の1つが ICTなどの技術革新です。情報システムや
ネットワークの発達で、ほんの小さな入力ミスにより、莫大な金
額の損失や、企業の極秘情報が世界中に拡散してしまう状況な
どが起こり得ます。また、パソコンの普及により独立型の仕事
が増え、個々の仕事を見えにくくしています。業務が自己完結す
ることで、小さなミスが見落とされ、大きなトラブルにつながっ
てしまう事態も想定されているのです。情報社会の発展は利便
性を高め、効率的な暮らしをつくり上げてきました。しかしそこ
に生きる私たちは、これまで以上にミスや失敗に対しての意識
を高める必要があるといえましょう。同時に企業や組織もミスを
生み出さない環境づくりに積極的に取り組むことが社会的責任
として求められています。ミスに対する危機意識の高まりには、
このような社会の実情が隠されているのです。

　業務で起こるミスは企業にとって大きな課題。組織やチーム
内でミスが起こらないような取り組みが、今まで以上に求められ
ています。ここではまず、ミスを予防するために大切な3つの基
本的な考え方について紹介します。
1．“オンタイム”の整理整頓を習慣づける
　あなたがミスに気付くのはどんなときでしょう。なんとなく「あ
れ、どこか違うな？」と第六感のようなものが働くときではあり
ませんか。その場でハッと気付くことができれば、ミスが起こる
前に事を解決することができます。
　整理整頓は、効率良く仕事をこなすための基本ですが、ミス
を発見しやすい環境をつくるためにも効果を発揮します。常に正
しいものが正しいところにある環境で仕事をしていれば、異常
の発生をその場で、すぐに感じとることができるからです。
　そのためには職場内で書類などの置き場、置き方、表示方法
を定める。パソコン内も同様に、フォルダーやファイルの名称を
ルール化し、必要な場所に正しい順番で整えるようにするなど、
組織・チーム内で「整頓基準」を作成して、共通のルールのもと
で全員が業務をこなすことも有効な方法の1つです。
　常に整理整頓された環境で働くことは、“オンタイム”で異常

を知る一番のポイントで、ミスを防ぐ効果を発揮します。
2．変化・変更への対応力を高める
　管理を行う立場の人が、変化・変更にしっかりと目を配ること
も、職場でのミスを減らす対策の1つです。職場環境では、仕
事が不規則となったり、イレギュラーな事態が生じたりすると、
ミスの発生率が高くなるといわれています。例えば、ある業務
の担当者が休んで、別の人が業務を代行するとき、あるいは飛
び込み仕事が入って作業中の仕事を中断して飛び込み仕事を処
理するなど、日常的に起こり得る変化・変更です。
　こうした変化・変更の中で、作業をする人は、納期に間に合
わせる、生産性を上げるなどのゴールに目を向けがちです。作
業プロセスの異常に気が回らなくなる危険性があるため、ミス
が発生しやすい状況といえます。
　この場合、管理する側の対応が重要になります。変化に対応
してリスクを見極め、それに対処する人員を増強する、チェック
をこまめにするなど、適切に対処すれば、ミスを最小限に防ぐ
ことができます。
3．ミス解決の経済効果を把握する
　一般的にミスは1つの現象と捉えられがちですが、ミスが起
きやすい仕事の環境や仕方による影響をきちんと見据えると、
ミスに対する意識を向上させることができます。
　ミスが発生した仕事には、仕事の環境や仕方などにムリ・ム
ダ・ムラが潜んでいます。ムリ・ムダ・ムラがあるからミスが発
生したのです。解決すべきは、ミスではなく、ムリ・ムダ・ムラ
のある仕事の環境や仕方です。ムリ・ムダ・ムラによって生じる
経済的損失、効率性の低下などを具体的に算出し、それらが
なくなるとどれくらいの経済効果が得られるのかを把握しましょ
う。ムリ・ムダ・ムラの経済効果に着目して組織やチームで共有
できれば、「よし、ムリ・ムダ・ムラをなくしてミスを減らそう！」
というモチベーションにもつながっていきます。
　ミスへの対処法は、個人、管理者、組織、会社、それぞれに
求められるものは異なりますが、どの立場であっても、ミスへの
感度を高めることが、大切であることには変わりありません。
　
　いかがでしたか。ミスに
関する意識は変わりました
か。次回378号では、ミス
回避のテクニックについてお
話します。

※377号から3回にわたってご紹介します。
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